
二
十
歳
の
祝
い

二
十
歳
の
祝
い
1/7
日曜日

1/7
日曜日

　

１
月
7
日

の
主
日
の
ミ

サ
後
、
迫
田 

菜
々
海
さ
ん

（
７
班
）
の

二
十
歳
の
お

祝
が
あ
り
ま

し
た
。

二
十
歳
を
祝
う
迫
田
フ
ァ
ミ
リ
ー

お め で と う ！お め で と う ！

1/14
日曜日

２
０
２
４
年　

新
年
会　

―
中
野
司
教
様
を
お
招
き
し
て
―

献
堂
50
周
年
記
念
ミ
サ

「千の風に乗って」を熱唱する司教様
　

こ
の
日
は
、

宮
崎
か
ら
千

田
さ
ん
ご
夫

妻
と
相
原
さ

ん
の
ご
主
人

が
お
み
え
に

な
り
ま
し
た
。

　

合
同
班
会

で
は
各
班
の

近
況
報
告
の

後
、
巡
礼
委

員
の
崎
山
明

さ
ん
か
ら
、
奄
美
巡
礼

の
提
案
が
あ
り
、
最
後

に
司
教
様
に
総
括
を
し

て
頂
き
ま
し
た
。

　

新
年
会
は
引
続
き
１

階
の
集
会
室
を
会
場
に

し
、
司
会
進
行
を
石
堂

壮
年
会
長
が
務
め
、
始

め
に
古
木
向
日
葵
ち
ゃ

ん
の
歌
「
牧
場
の
朝
」

を
披
露
。
そ
の
後
、
各

班
の
出
し
物
や
、
恒
例

の
ビ
ン
ゴ
大
会
の
景
品

も
沢
山
集
ま
り
、
大
い

に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

締
の
挨
拶
は
古
木
清
貴

さ
ん
（
一
班
）
で
お
開

き
と
な
り
ま
し
た
。

合同班会にて総括される司教様

献
堂
記
念
日
の
翌
日
の
主
日
の
ミ
サ
は
、
中
野
司

教
様
を
お
招
き
し
て
記
念
ミ
サ
を
捧
げ
、
司
教
様

に
は
、
ミ
サ
後
の
新
年
の
合
同
班
会
と
祝
賀
会
に

も
出
席
し
て
頂
き
ま
し
た
。

古木向日葵ちゃん

蜂蜜争奪ジャンケン大会

　

１
９
５
５
年
２
月
25
日
、
鹿
児
島
知
牧
区
は
司

教
区
に
昇
格
。
初
代
司
教
に
は
里
脇
浅
次
郎
師
が

任
命
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
糸
永
真
一
司
教　

郡
山
健
次
郎
司
教　

中
野
裕
明
司
教
と
引
き
継
が

れ
て
い
ま
す
。
知
牧
区
と
は
、
教
区
が
ま
だ
設
置

さ
れ
て
い
な
い
宣
教
地
域
に
設
立
さ
れ
た
管
轄
の

一
形
態
に
な
り
ま
す
。
１
９
２
７
年
３
月
18
日
、

鹿
児
島
、
沖
縄
両
県
は
長
崎
教
区
か
ら
分
離
さ
れ
、

鹿
児
島
使
徒
座
知
牧
区
と
な
り
ま
し
た
。
第2

次

世
界
大
戦
後
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
占
領
下
に
置

か
れ
た
沖
縄
と
奄
美
諸
島
は
、
１
９
４
７
年
ロ
ー

マ
教
皇
庁
直
轄
の
地
域
と
な
り
ま
し
た
（
奄
美
諸

島
は
１
９
５
３
年
12
月
25
日
、
日
本
に
復
帰
）
。

１
９
５
５
年
５
月
８
日
、
奄
美
諸
島
は
鹿
児
島
教

区
に
正
式
に
移
管
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
司
教
座
聖
堂
（
カ
テ
ド
ラ
ル
）
で
あ
る
三
代

目
ザ
ビ
エ
ル
教
会
は
、
１
９
９
９
年
９
月
15
日
ザ

ビ
エ
ル
渡
来
４
５
０
年
祭
に
合
わ
せ
献
堂
さ
れ
、

こ
の
日
を
「
教
区
の
日
」
と
し
て
き
ま
し
た
。
中

野
裕
明
司
教
は
、
「
教
区
と
し
て
は
、
使
徒
座
知

牧
区
か
ら
教
区
に
昇
格
し
た
日
を
教
区
の
日
と
し

て
記
念
す
る
の
が
相
応
し
い
」
と
さ
れ
、
２
月
25

日
を
「
教
区
の
日
」
と
さ
れ
ま
し
た
。

玉
里
教
会
主
任
司
祭　

泉　

浩
二 

神
父

２
月
25
日　

「
教
区
の
日
」

帰 天 パ ウ ロ  川 水  益 雄  さ ん  　 ( 8 4 才 ) 　 1 月 1 4 日 ㈰ 　 天 に 召 さ れ ま し た 。
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 主 任 司 祭 　　泉  浩 二  神 父

 信 徒 総 代 　　　藤 山  義 和
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a
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th th 

情 報 ひ ろ ば

た  ま  ざ  と

主 な 行 事

そ の 他

1/29㈪ ・30㈫ 司祭大会 

1/31㈬　紫原 カリタス幼稚園

 50周年のお祝い

2/14㈬18:30～　灰の水曜日　

2/18㈰　司牧評議会定例日

2/25㈰　四旬節黙想会

　ゆるしの秘跡

吉野教会・栃尾神父指導

　教区の日

カテドラルで司教ミサ　17:00～

2/27㈫～2/29㈭

50周年記念奄美巡礼

3/24㈰　受難の主日

3/30㈯　復活徹夜祭

3/31㈰　復活祭

1月21日の司牧評議会から

†横断幕は3月末まで掲示します。 

†50 周年の祈りは 能登半島震災

の為の祈りに代わり、募金箱を設

置します。(1/28̃)

†50 周年実行委員会は 次の司牧

評議会で総括して解散とする。 



日 曜日ミサ 典礼暦 小教区及び主任司祭の予定 当番 班会

1 木 ○

2 金 ■ 主の奉献（祝） 10:30 ロザリオ会

3 土 ○ 福者ユスト高山右近殉教者（記） ③④ ③④

4 日 ☆ 年間第5主日 ③④ ①②⑤⑥⑦

5 月 ○ 日本26聖人殉教者（祝） 午後　テクム

6 火 ○ 聖アガタおとめ殉教者（記）

7 水 ○

8 木 ○

9 金 ■

10 土 ○  聖スコラスチカおとめ（記） ⑥⑦

11 日 ☆
年間第6主日
世界病者の日

那覇教区司教座教会献堂記念日
⑥⑦

12 月 ○

13 火 ○

14 水 ■ 灰の水曜日 （大斎・小斎の日）

15 木 ○

16 金 ■ 10:30 ロザリオ会

17 土 ○ ①②⑤

18 日 ☆ 四旬節第1主日 ミサ後　司牧評議会 ①②⑤

19 月 ○ 午後　テクム

20 火 ○

21 水 ○ 18:30 ミサ

22 木 ○ 聖ペトロの使徒座（祝）

23 金 × 福岡大神学校

24 土 × ③④

25 日 ☆ 四旬節第2主日
四旬節黙想会（吉野　栃尾神父）
小教区報発行

③④

26 月 ○

27 火 ○ 50周年記念　奄美巡礼（29日まで）

28 水 ×

29 木 ×

1 金 ■

2 土 ○

　　　　班長

①・②　外山 映子
③・④　森 章子
  ⑤  　藤山 喜和義
  ⑥　　藤田 真由美
  ⑦　  崎山 明 ※敬称略

2月の予定（2024年）

【　凡例　】 《ミサ》 ☆＝9：00 　★=10：00　○＝6：30 　■＝18：30　△＝19：00　▲＝20：00    ×＝なし

　　　　　 役員

信徒総代　 藤山 義和
副 総 代 　藤山 喜和義
副 総 代 　崎山 弥生
書　　記 　外山 映子
　　　　　　教会　TEL 226-3821　　FAX 226-4052

予定表の変更は発行日（毎月末日曜）の３日前までに広報委員へご連絡ください


